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現在の辻堂小学校配置図 

 

 

 

 

 

1. 再整備に向けた検討状況について 

辻堂小学校は、整備計画に基づき、老朽化の解消、安全性の確保、教育環境の機能向

上を図るため、施設全体の再整備事業の実施に向けて、令和５年度から令和７年度の３

か年の予定で、基本実施設計業務を行っています。 

整備計画では、配置図のとおり、屋内運動場、校舎棟１、校舎棟２は改築（建替え）

を行い、校舎棟３は長寿命化改修を実施する整備手法としていましたが、建物の劣化状況

調査の結果を踏まえ、計画どおりの整備手法で検討を進めることといたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※説明会のお知らせは４ページをご覧ください 

２. 整備方針案について 

長寿命化改修を行う校舎棟３と新校舎は、動線上近くに配置する必要があり、動線等を

踏まえ、次の３つの整備方針案を比較検討しています。 

 

 

 

 

 

藤沢市立辻堂小学校改築事業 

 基本設計検討状況 中間説明会について 

回 覧 
2024年 7月 10日号 

Ａ案 校舎棟を現在の位置に建替える案（仮設校舎（大）） 

Ｂ案 校舎棟を現在の位置に建替える案（仮設校舎（小）） 

Ｃ案 校舎棟を既存のグラウンドに建替える案（仮設校舎なし） 
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　■　配置上の特徴
　・現状位置での改築で近隣等周辺環境の変化が小さく、まとまりのある配置が可能
　■　工事の流れ
　・大きな仮設校舎建設→新校舎建設と長寿命化改修を同時に実施

　Ａ案　　－　校舎棟を現在の位置に建替える案（仮設校舎（大））　－

　■　配置上の特徴
　・現状位置での改築で近隣等周辺環境の変化が小さく、まとまりのある配置が可能
　■　工事の流れ
　・仮設校舎建設→新校舎建設→長寿命化改修

　Ｂ案　　－　校舎棟を現在の位置に建替える案（仮設校舎（小））　－

　■　配置上の特徴
　・校舎棟から児童の登下校やグラウンド活動など敷地全体を目視できるため、防犯・安全性が高い
　・グラウンドの面積が現在よりも広く確保できる
　■　工事の流れ

　・新校舎建設→長寿命化改修

　Ｃ案　　－　校舎棟を既存のグラウンドに建替える案（仮設校舎なし）　－

３．整備方針案ごとの配置ゾーニング図及び工事中ゾーニング図 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 
 

４．整備方針案ごとの比較表 

 これら３つの整備方針案につきまして、工事期間中、事業完了後、整備コスト、全体工期

の項目別にメリット、デメリットを比較検討いたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 
 

５．基本設計中間説明会の開催について 

現段階の検討状況のご説明と、ご意見等をお聞きする場といたしまして、地域住民及び保

護者のみなさまを対象とした説明会を次の日程で開催いたします。 

 

お忙しい中恐縮ですが、ご出席くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後とも、辻堂小学校改築事業へのご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。     

◇基本設計中間説明会◇ 

 

日時：２０２４年（令和６年）７月２８日(日) 

   午前１０時から 

 

場所：辻堂小学校 屋内運動場（体育館） 

 

※スリッパ等、上履きをご用意いただきますよう 

お願いいたします。 

 

※お車でのご来場はご遠慮ください。 

 

※説明会での内容につきましては、改めて回覧 

にてご報告いたします。 
 

案内図 

【問い合わせ先】 

藤沢市教育委員会 教育部 学校施設課 
TEL：0466(50)3557 

藤沢市役所 計画建築部 公共建築課 

TEL：0466(50)3540 


